
期待される効果

成 果

道総研 産業技術環境研究本部
エネルギー・環境・地質研究所 重点研究

暖房を使わないで通年で野菜を生産する技術

○収益性の向上だけでなく、１年を通した雇用の安定化など、地域の野菜生産に大きな効果をもたらします。

北海道の大部分の地域では、暖房なしの農業用パイプハウスで、１年を通して野菜を作ることはできませんでした。

1 冬季に暖房なしで栽培する装備を提示

道総研 農業研究本部 上川農業試験場

2 寒さに強い野菜を明らかにし、暖房なしで冬季の栽培が可能に

問い合わせ：道総研 農業研究本部 上川農業試験場 電話：０１６６-８５-２２００（代表）

背 景

2020.12

協力機関：越浦パイプ株式会社、FUJITSU株式会社、上川農業改良普及センター、留萌農業改良普及センター
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地域の気温・積雪量に合わせた
装備の組合せを示しました

フィルム

5重

4重

3重

2重

1重

太パイプ

補強

寒
地域

暖
地域

多雪
地域

少雪
地域

10月 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

これまで

（春～秋）
トマト

（冬）
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（早春）
葉菜類

冬の品目を追加 早春も葉菜類 春～秋はトマト

所得が10a当たり50～110万円向上（道北地域）

10月 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

（春～秋）トマト作付なし


